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2012 メルマガ SCPR１２月号 

SC 全国ネットワーク「都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」活動報告  VOL ４ 

群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

       ～これからの県内総合型地域スポーツクラブに必要な連携～ 

 
１．県内全ての総合型地域スポーツクラブが加盟 

群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会は、平成 22 年３月２７日に発足しました。全国

的には決して早い方ではありませんでしたが、最初から全てのクラブが加盟していただけたこと

が幸いでした。この陰には、群馬県の連絡協議会に対する支援体制があると思われます。群馬県

の場合、県教育委員会のスポーツ振興センターとスポーツ協会の強力な結びつきによって連絡協

議会の組織化を進められました。そのことから、すべてのクラブ関係者への呼びかけも行政と一

体になってできたことが大きかったと思います。 

 

２．総合型地域スポーツクラブの周知のために 

群馬県の連絡協議会事業の中で最も特徴ある事業は、「県民啓発事業」です。これは、県民に

対して総合型地域スポーツクラブを知ってもらう機会を作るために県内各クラブの協力によっ

て毎年開催しています。 

この事業を最初に開催する時、最も重要視したことは場所でした。県民から信頼されやすい場

所で誰でも知っている場所にこだわった結果、群馬県庁１階ロビーの県民ホールとしました。そ

れ以来、各クラブの紹介ブースの設置、各クラブのプログラム紹介コーナーの設置、プログラム

体験コーナーの設置と各クラブ関係者が協力し合ってアイデアを持ち寄って開催しています。 

 
 
 
 
 

ぐんまちゃんも踊る      クラフト活動紹介       チアリーダーも紹介       元プロ野球選手 

来場した人達も楽しい    風車できるかな？     会場の盛り上がり最高潮        サイン会も 

 
３．研修会の目的を明確にして開催（各クラブに役立つ情報交換も） 

研修会については年間３回実施しています。１回は行政担当者も含めた研修・２回は、クラブ

先進地域等から講師を招いて講演をしていただき、その後、グループディスカッションによる意

見交換会を行い、クラブマネジャーにとっても有意義な内容になるように工夫しています。 

 

 
 
 
 
 

文科省 森岡室長の講演       うつくしま広域ＳＣの愛川さん      グループディスカッション 

    スポーツ基本計画について       震災被災地クラブの頑張り           代表の発表 

   

    



2 
 

４．今後の課題 

（１）県連絡協議会のエリア別部会（仮称）の設置 

  群馬県は、地形的にも気候的にもエリアによって大きく異なる特徴があります。最近は日本

で一番暑い地域になっている館林エリア。谷川岳、浅間山周辺の山沿い地域は豪雪地帯。前橋、

高崎エリアは、東京 100km 圏内の都市部に当たり、夏は雷、冬は「からっ風」の名物があり

ます。このように同じ県内でも環境が全く違うことから、距離的に近いクラブの交流を活発に

していくために、環境整備として県連絡協議会の下でエリア別部会の設置が必要になると考え

られ、来年度以降、常任委員会において検討を進めたいと思います。 

（２）県連絡協議会の予算的自立などの体制の見直し 

  県連絡協議会にとって、もう一つの大きな課題は「予算的自立」にあります。 

  現在の県連絡協議会は、独自の予算がない状況です。県連絡協議会加盟のための会費設定も

未実施となっています。この課題は、昨年度から継続的に審議した結果、来年度からは会費を

徴入し県連絡協議会として独自予算を確保することを予定しています。 

予算的自立の後は、組織的自立もあります。近年、各地で見られる連絡協議会の法人化を意

識しながら、群馬県の組織として一番良い組織はどのような形態なのか検討する必要がありま

す。現在の群馬県連絡協議会を取り巻く環境は、県教育委員会並びに県スポーツ協会とも良い

関係で連携した事業が実施できています。このような行政と一体となって協力関係を維持しな

がら、県連絡協議会が自立することの意義と目的などを十分配慮しながら検討するべきだと考

えています。 

いずれにしても、県内各地の総合型地域スポーツクラブが地域密着活動の中で地域作りを視

野に入れて活動していることからも（１）のエリア別部会と自立した組織への変革は必要不可

欠となるので、今後も常任委員会においてしっかりとした議論をしていくことにします。   
（３）スポーツ振興くじ助成終了後のクラブ支援 

  群馬県内クラブも今後は自立支援が終了するクラブが毎年多くなる予定です。 

  今後は、「スポーツ振興くじに頼らないクラブマネジメント」が求められます。このことを

支援できる組織として連絡協議会が役割を果たす必要もあると考えています。クラブが助成金

頼りにならない運営をするための方法を県連絡協議会として伝えることができるような活動

が必要であり、具体的な支援の方法として次の３項目を念頭に常任委員会で検討したいと考え

ています。 

① 法人化のための支援をする 

② 会費設定などのアドバイスをする 

③ プログラムの共有化など活動についても連携して支援する 

 

５．まとめ 

 群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会は、今後、県内各クラブが有益な連携ができる環

境整備を大きな仕事として捉えて、活動していきたいと考えています。 

小出利一 （群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会会長） 

 
【群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会連絡先】 

〒371-0047 群馬県前橋市関根町 800 番   
群馬県教育委員会事務局スポーツ振興センター TEL:027-234-1010  FAX:027-234-1188 
（財）群馬県スポーツ協会  TEL:027-234-5555  FAX:027-234-5926 


